
事業概要２０２３

佐伯河川国道事務所
国土交通省 九州地方整備局

1佐伯河川国道事務所×AIさくらさん

佐伯河川国道事務所

Twitter



大分県南部の概要
佐伯河川国道事務所は、一級水系番匠川及び国道１０号、５７号を管轄しており、管内には、佐伯市、臼杵市、

津久見市、竹田市、豊後大野市の５市があります。
　大分県の南西部は、くじゅう連山、阿蘇外輪山、祖母山麓に囲まれ盆地状をなすとともに平成２９年には、祖
母・傾・大崩ユネスコエコパークにも登録、豊かな水と緑あふれる自然に恵まれ、農業や観光が基幹産業となっ
ています。東南部は、豊後水道に面しており海岸はリアス式海岸をなし、瀬戸内海型と南海型で比較的温暖な気
候に恵まれ、農業、水産業が基幹産業となっています。
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【資料出典】
人口　総務省：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査
                                                                       (令和 4 年  1月1日現在)
面積　国土地理院全国都道府県市区町村別面積調(令和 4 年10月1日現在)
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大分

堅田川

番匠川

  佐伯河川国道事務所は、大分県南部に位置する一級河川番匠川水系の整備及び維持管理並びに
国道10号,国道57号の維持管理及び中九州横断道路竹田阿蘇道路の整備を行っています。　

事務所/出張所

一般国道（指定区間）

自動車専用道路(NEXCO管理)

一般国道（指定区間外）

凡　　例

自動車専用道路(直轄管理区間)

自動車専用道路(直轄改築区間)

東九州自動車道
　(佐伯IC～北川IC)
　（新直轄区間)

東九州道自動車道

(延岡河川国道事務所　管理)

※本表は上記のほか、調査費、業務取扱費等がある。
※本表は端数処理の結果、合計と一致しないことがある。
※本表の数値は当初予算。

玖珠町

1.01

宮崎県

熊本県
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水 源 地 及 標 高 大分県佐伯市本匠三国峠664.2m

流　 域　 面　 積 464k㎡（山地413k㎡、平地51k㎡）

流　 路　 延　 長 本川38km、支川堅田川27km、支川井崎川19km、支川久留須川22km

氾 濫 防 御 区 域 大臣管理区間内 21.5k㎡

大 臣 管 理 区 間 本川19.0km、支川堅田川2.5km、支川井崎川3.6km、支川久留須川8.7km　計33.8km

計 画 高 水 流 量
（番匠橋基準地点）

基本高水流量 3,600㎥/s、計画高水流量 3,600㎥/s

林       相 山地部の約90％は森林、天然林は広葉樹で人工林は針葉樹

地       質 水源地付近は砂岩、頁岩、粘板岩で中部及び南部地帯は、砂岩、頁岩、礫岩

凡 例

流 域 界

基 準 地 点

既 設 ダ ム

市 役 所

市 町 村 界

大臣管理区間

大分県

番匠川流域

豊後大野市
番 匠 川
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東
九
州
自
動
車
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番匠川は、九州を流れる２０水系の中で特に水質の良好な川です。

豊かな自然環境の中で地域との協働により安全で安心して暮らせる川づくりを行っています。

番匠川流域の概要
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　番匠川の主な洪水は台風によるもので、平成9年9月洪水、平成16年10月洪水、平成17年9月、平成29年9月洪水等
により、本川や井崎川、久留須川などにおいて、越水による浸水被害が生じています。
今後、洪水を安全に流下させ、家屋の浸水を軽減する対策が必要となっています。

これまでの主な洪水

死傷者1名　全壊家屋1戸　半壊家屋11戸　床上浸水86戸
床下浸水457戸　田畑被害565ha

半壊家屋2戸　床上浸水183戸　床下浸水1211戸　田畑被害481ha

床上浸水163戸　床下浸水387戸　田畑被害645ha

床上浸水245戸　床下浸水350戸　田畑被害386ha

床上浸水103戸　床下浸水301戸　田畑被害290ha
番匠橋既往最高水位6.28m　（６日15時）

約2,600㎥/s

約2,700㎥/s

約2,700㎥/s

約2,900㎥/s

約3,100㎥/s

(約3,000㎥/s)
推定値

昭和39年 9月23～25日
台風20号

平成 5年  9月 2～ 4日
台風13号

平成 9年  9月13～16日
台風19号

平成16年10月19～20日
台風23号

平成17年  9月 5～ 7日
台風14号

死傷者48名　行方不明者21名　全壊家屋112戸　流出家屋143戸
床上浸水1573戸　床下浸水4926戸　田畑被害5588ha　堤防決壊　2ｶ所昭和18年 9月17～20日

台風26号

稽古屋地区の洪水流下状況(佐伯市)
平成29年9月洪水(台風18号)

荒瀬地区の氾濫状況(佐伯市)
平成29年9月洪水(台風18号)

発　生　年　月　日 番匠橋流量 被　　害　　状　　況

平成29年9月洪水の浸水区域図（国土交通省資料）

※(出典)　S18：大分県防災課調べ、S39～S49：洪水速報、H5～H28：佐伯土木事務所及び国土交通省調べ

※

平成28年  9月19～20日
台風16号

約2,400㎥/s 床上浸水9戸　床下浸水28戸（非住家含む)

平成29年  9月16～18日
台風18号

床上浸水392戸　床下浸水588戸（非住家含む,一部損壊以上14戸)

80cm約 越水

約3,600㎥/s

約50cm越水

井崎川

番匠川

：外水による浸水区域
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番匠川の整備は平成１８年に定めた「河川整備計画」に基づき進めます。

「河川整備計画」とは、河川整備基本方針に沿って計画的に行われることとなる河川の区間について、２０～

３０年後の河川整備の目標を明確にして、個別事業を含む具体的な河川の整備内容を定めるものです。

河川整備計画

河川整備計画（案）；
H18.3.7公表

河川整備計画（原案）：
H17.12,20公表

河川整備基本方針策定：H16.1,26

●第1回番匠川流域委員会
河川整備計画原案報告会

H18.1.10 開催

●第2回番匠川流域委員会

河川整備計画原案報告会
H18.1.19 開催

学識経験者

番匠川水系流域学識者
懇談会 H18.1.27 開催

関係水利に学識を有する者

(個別聴取 )

河川整備計画策定
までの流れ

河川整備の基本理念

番匠川の川づくりについては、次の3つの方針に基づき地域住民や関係機関と連携を図り

ながら推進するものです。

○安全で安心して暮らせる川づくり

○清らかな水を引き継ぐ川づくり

○自然や生物と共生し、新たな文化の創造と地域と一体となった川づくり

河川整備の目標

洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する目標については、過去の水害発生状況や

これまでの整備状況を勘案し、過去最大となった平成16年10月並びに平成17年9月の洪水に

対し、家屋の浸水被害を防止することを目標とします。

河川整備計画；H18.5.26策定

大分県知事

関係市町村長

( )

( 11 箇所 )

4 65

・直川地区意見交換会 H18.1.10

・本匠地区意見交換会 H18.1.12

・弥生地区意見交換会 H18.1.18

・佐伯地区意見交換会 H18.1.20

関係住民

(1) 原案 概要版 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
の回覧

(2) 壁新聞
佐伯市役所等

(3) 郵便･FAX ･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

(4) 原案意見交換会
回： 名参加

(H17.12
～H18.1)
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　河川整備計画の目標流量である平成１６年１０月洪水及び平成１７年９月洪水規模（概ね１／３０～１／４０程度）

に対応するため、これまで築堤や内水対策を実施し、令和３年３月末時点の大臣管理区間における堤防は、概ね８

割完成しています。今後も背後地の資産状況や上下流のバランス等を考慮しながら河川整備を実施していきます。

　また、平成２９年９月洪水を受け、今後は整備計画の見直しを行っていきます。

河川整備計画策定後の整備状況

灘地区築堤
（Ｈ２７完成）

蛇崎地区内水対策

小田地区内水対策

千又地区築堤

道越地区築堤

波寄地区築堤

荒瀬地区築堤
蕨野地区築堤

支川井崎川
河道掘削、樹木伐採

支川久留須川
河道掘削、樹木伐採

完成箇所

今後の整備箇所

現在の整備箇所

※上記の他に内水対策、堤防の浸透対策、河川管理施設の
　 耐震対策について、優先度に応じて実施予定

小田地区築堤

番匠川

久
留
須
川

佐
伯
湾

（Ｈ２４完成）

井崎地区漏水対策

（Ｈ１８完成）

（Ｈ２０完成）

（Ｈ２０完成）

（Ｈ１８完成）

（Ｈ２８完成）

尾岩地区漏水対策
（Ｈ３０完成）
 

388
217

388

10

217

10

（Ｈ２９完成）

深瀬地区危機管理型ハード対策

（Ｈ２８完成）

下直見地区危機管理型ハード対策

（Ｈ２９完成）

本川番匠川
河道掘削、樹木伐採

（Ｒ３完成）

蛇崎地区
耐震対策



番匠
川　
→

←
　
堅
田
川
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■番匠川河川改修事業

　佐伯市池田地区では、令和２年度より耐震対策として堤防補強を行っています。
また、番匠川水系久留須川において、令和３年度より河道掘削・樹木伐採を行っています。

令和５年度実施事業

【佐伯市池田地区（令和２年度～）】

【久留須川水口地区河道掘削 （令和４年度～）】

矢板工矢板工

Ｈ．Ｗ．Ｌ

矢板工

番匠川

蛇崎排水ポンプ場蛇崎排水ポンプ場

 対策工事
（イメージ）

新佐伯大橋新佐伯大橋

現況堤防

被災後想定堤防

現況堤防

被災後想定堤防

施工後

久留須川久留須川

施工前

久留須川久留須川
水口橋水口橋

新洞井堰 新洞井堰
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河川維持

河川管理

　堤防や護岸の機能の維持や安全性の確保を図るため、堤防や護岸の補修及び排水ポンプ場や

排水門等の正常な機能の確保、門扉や開閉機などの補修を行っています。

況状修補の扉門況状修補の段階況状修補の面斜防堤

堤防斜面の除草状況

啓発活動（ゴミ不法投棄禁止看板）

況状の視巡川河

http://www.qsr.mlit.go.jp/saiki/gomimappu/g-index.html

番匠川流域のゴミの不法投棄の状況は、佐伯河川国道事務所ホームページに掲載しています。

「川は地域共有の公共財産」です。
地域の皆さんと連携して河川管理に取り組んでいます。

■河川管理施設の維持管理

■河川管理施設の安全性及び機能の確保

　川への不法投棄や水質事故、堤防、護岸、排水ポンプ場､排水門等の河川管理施設の異常

などがないか確認するため、河川巡視、堤防除草や堤防点検などを行っています。

水質事故の対策状況

R４ ゴミマップ
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）区地掛笠（ーヌカ(青山河川公園)査調物生生水 水遊び（宮ノ越地区）

キャンプ（番匠公園）

河川の利用

　  本川及び支川の大臣管理区間における河川水の利用状況（許可水利権・令和５年　４月現在）は、

農業用水1.502㎥/s、工業用水1.113㎥/s、その他0.020㎥/s、合計 2.635㎥/sとなっています。また、佐伯

市の水道用水はほぼ全量を地下水に依存しています。

■河川空間の利用

■河川水の利用

　

高畠堰 小田堰

■水質が良好な番匠川
　 番匠橋地点における年間の平均的な水質（BOD値）が、環境省の定める環境基準値を満足しており、全国的
にもトップクラスの水質が良好な河川です。

安全利用講習（笠掛地区）野球（稲垣地区）

　 番匠川は、散策、釣り、サッカーや野球、カヌー等のスポーツ、自然観察、水遊び、各種イベント等多様な
場面で利用されています。また、河川協力団体による河川愛護や河川の安全利用の啓発活動が展開されて
います。
   このように番匠川は貴重な水と緑のオープンスペースとして多くの人々に利用されており、安全な利用促進に
努めるとともに、特に未来を担う子どもたちが自然環境とのふれあいの場や環境学習の場として利活用できる
ような適切な管理を行っていきます。
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番匠川の減災に係る取組

～施設では守り切れない大洪水は必ず発生する～

■番匠川川圏域大規模氾濫減災協議会の設置

■「番匠川の減災に係る取組方針」を策定

協議会において、番匠川の大規模水害に対し、防災関係機関が一体となってハード及びソフト対策を計画的に
推進するための「番匠川の減災に係る取組方針」を策定し、 今後5年間で達成すべき目標と実施する取組をとりま

番匠川の大規模水害に対し、「迅速な避難行動」と、「社会経済被害の最小化」を目指す

■今後５年間で達成すべき目標

①急激な水位上昇などに対する迅速な避難行動のための、防災情報提供や水防災教育に関する取組

近年、大規模な洪水被害を経験していないことにより、住民の洪水被害に対する記憶の風化や水防災意識の
低下が懸念されることに加え、急激な水位上昇により避難行動の遅れが懸念されるため、洪水リスクの周知や情
報伝達の強化などの取組として実施する。

■平常時からの住民等への周知・教育・訓練 ■情報伝達の強化、避難計画等の策定

②確実な避難行動と社会経済被害の最小化のための、的確な水防活動に関する取組

番匠川下流域では、ひとたび堤防が決壊すると広範囲に浸水が広がり、甚大な被害が発生するおそれがある。
確実な避難行動と社会経済被害の最小化のため、避難誘導の仕組みづくりや、水防活動の強化、排水活動の
強化などの取組として実施する。

■確実な避難行動のための取組 ■水防活動及び体制の強化に関する取組
■排水活動及び施設運用の強化に関する取組

■今後５年間で実施する取組

番匠川圏域大規模氾濫減災協議会

    この協議会は、水防法１５条の９及び１０に基づき、番匠川
  圏域において、想定最大規模の降雨により、河川が氾濫し
  た場合の被害軽減について、防災機関が連携して検討して
  いくことを目的に設置しました。 

　　その後、適用範囲を佐伯市内の県管理区間まで拡大し、
　令和２年２月の協議会において砂防施設の整備を推進し、
  早期完了を目指すことが付け加えられました。

    また、令和３年３月をもって５年が経過しましたが、
　令和３年度以降も継続した取組を実施していきます。
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とめました。



RR3年度

番番匠川、井崎川、久留須川 佐伯河川国道事務所

井崎川、久留須川 大分県 R元～R25（井崎川）、R元～R30（久留須川）

提内（ひさぎうち）川 大分県

下水道等の排水施設の整備
中中央排水区、駅前排水区、女島排水
区、百々谷川排水区

佐佐伯市

利利水ダム等５ダムにおける事前放流等の実
施、体制構築

大大分県、佐伯市、木立土地改良区

砂砂防対策 大分県

森林整備・治山対策
大大分森林管理署
大分県
森林整備センタ－

水水田の貯留機能向上 大分県

ため池の補強・有効活用 大分県、佐伯市

排水路土砂撤去 佐伯市

排水路修繕 佐伯市

内水被害対策 佐伯市

排水ポンプ車による排水計画の策定 内水被害箇所（実績） 佐伯河川国道事務所

計画の策定・改定・実施 佐伯市（大分県）

都市計画道路の見直し 佐伯市

重要施設の移転 佐伯市

雨水路整備 佐伯市

水位計・防災カメラの設置
佐佐伯河川国道事務所
大分県
佐伯市

各各種防災情報ツールの作成・普及
佐佐伯河川国道事務所
大分県
佐伯市

防防災啓発活動
佐佐伯河川国道事務所
大分県
佐伯市

大大分県

大分県、佐伯市

佐伯市

大分地方気象台

佐伯河川国道事務所

大分県

大分地方気象台

対対象 実実施主体
工工 程 (短 期)

氾氾濫を出来るだけ防ぐ・減
らすための対策

堤堤防耐震、河道掘削、堤防整備、堰改築、橋梁
改築

RR4～R7年度

被被害対象を減少させるため
の対策

被被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

情情報発信、発信する情報の改善・強化

防防災教育・意見交換会の実施・講師派遣

区区分 対対策内容 備備考

R元～R25（井崎川）、R元～R30（久留須川）

H30～R9

R2.5.29に協定締結。以降運用開始。（床木ダム、小中尾ダム、大中尾ダム、
黒沢ダム、直川ダム）

流域内の渓流における土砂流出や流木を抑制する砂防設備及び地すべり防
止施設の整備
流域内の避難所・避難路を土砂災害から保全する急傾斜地対策、流木・土砂
流出抑制対策

流域内の渓流における土砂流出や流木を抑制する治山施設の整備、適切な
森林整備の実施による保水機能の維持・向上。

R4～普及・啓発

ため池の事前放流に関する普及・啓発（R2～）

佐伯市都市計画マスタープランの改定、佐伯市立地適正化計画の策定。

県：監視カメラ増設（８基）《R2～R3》

県：大分県版マイ・タイムライン

おおいた防災アプリ、県民安全・安心メール
（メール：Ｈ20～、アプリ：Ｈ30～）

中小河川における氾濫推定図、ハザードマップの作成（R3～R5）

地元防災士会等と協働した地域住民主体の避難訓練の支援（Ｈ３０～）

県：おおいた防災ＶＲの活用による住民の防災意識の醸成（おおいた防災Ｖ
Ｒ：Ｒ２～）
ＳＮＳを活用した防災情報の配信や啓発（防災啓発動画：Ｒ３～Ｒ６）

ママイ・タイムライン、避難経路危険箇所マップ、

たため池ハザードマップの作成

RR元元～RR25（（井崎川）、RR元元～RR30（（久留須川）

HH30～～RR9  (提提内川))

雨雨水幹線整備等

RR2.5.29にに協定締結。以降運用開始。（床木ダム、小中尾ダム、大中尾ダム、黒沢ダム、直川ダム） 市市：事前放流は河川・ダム等の施設能力を上回る洪水の発生時におけるダム下流河川の洪水被害の防止・軽減を目的とする。

流流域内の渓流における土砂流出や流木を抑制する砂防設備及び地すべり防止施設の整備。 流流域内の避難所・避難路を土砂災害から保全する急傾斜地対策、流木・土砂流出抑制対策。

流流域内の渓流における土砂流出や流木を抑制する治山施設の整備、適切な森林整備の実施による保水機能の維持・向上。

RR4～～普及・啓発

たため池の事前放流に関する普及・啓発RR2～～

番番匠川水系全域の排水路土砂撤去、修繕等の推進、柏江地区の内水被害対策事業の推進。

佐佐伯市都市計画マスタープランの改定、佐伯市立地適正化計画の

市市：都市計画MMPのの中で防災・減災等に対応するため、優先すべき道路の実施に向けた変更等を行う。

国国：マイ・タイムライン、避難経路危険箇所マップ 県県：大分県版マイタイムライン 市市：ため池ハザードマップ、ポスター・パンフレット

国国：危機管理型水位計、簡易カメラの設置 県県：監視カメラ増設（８基）《《RR2～～RR3》》

国国：水防災啓発活動の強化 県県：おおいた防災ＶＲの活用による住民の防災意識の醸成（おおいた防災ＶＲ：RR2～～）、ＳＮＳを活用した防災情報の配信や啓発 （（防災啓発動画：Ｒ３～Ｒ６） 市市：水防訓練（風水害）、ＶＲでの防災意識啓発活動

おおおいた防災アプリ、県民安全・安心メールによる防災情報の配信（メール：HH20～～ アアプリ：HH30～～）

防防災カメラの発信強化

毎毎年継続して行う取組み 防防災気象情報の改善

小小中学校への出前講座などの水防災教育の実施

地地元防災士会等と協働した地域住民主体の避難訓練の支援（Ｈ３０～）

毎毎年継続して行う取組み：自治体向け防災対応ワークショップの実施、防災士養成研修への講師派遣、マスコミとの意見交換会の実施自治体向け防災対応ワークショップの実施、防災士養成研修への講師派遣、マスコミとの意見交換会の実施

振振興局庁舎の移転・新設

中中小河川における氾濫推定図、ハザードマップの作成（RR3～～RR5））

河  川
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流域治水に係る取組

■番匠川水系流域治水協議会の設置

    ・気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う
　　治水対策、「流域治水」へ転換していくことを目的に設置しました。
　　・治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」の見直し、集水域と河川区域のみならず、
　　氾濫域も含めて一つの流域として捉え、地域の特性に応じ、３つの対策をハード・ソフト一体で多層的に
　　進めていきます。また併せて、グリーンインフラの取組を進めていきます。
　　　①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策
　　　②被害対象を減少させるための対策
　　　③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
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番匠川水系流域治水プロジェクト(短期)

～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

番匠川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ・効果】（R3～R7）（短期）
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～
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番匠川の減災に係る取組

本協議会の情報は、以下の方法で、ホームページでご覧になれます。

・インターネットURL h p://www.qsr.mlit.go.jp/saiki/2011_siryou/saikouchikukyougikai/index.html

番匠川 水防災 、はたま、でトイサ索検・ 検索

目標達成に向けた取組事例
②確実な避難行動と社会経済被害の最小化のための、的確な水防活動に関する取組

水防連絡会による情報共有重要水防箇所の合同巡視関係機関が連携した水防訓練

目標達成に向けた取組事例
①急激な水位上昇などに対する迅速な避難行動のための、防災情報提供や水防災教育に関する取組

～施設では守り切れない大洪水は必ず発生する～

小学校での｢マイ・タイムライン｣づくり

小学校の出前講座 マスコミとの意見交換会
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防災情報の提供

河川防災情報の発表
 番匠川では、避難情報の発令判断の⽬安となる氾濫危険情報発表等の洪⽔予報を気象台と

連携し実施しています。

洪洪水予報の基準となる基準観測所水位

市町村長による避難指示の発令判断の目安であり、
住民へ全員避難の参考になる水位。

市町村長による高齢者等避難情報の発令判断の目安で

あり、住民へ氾濫に関する警戒を求める水位。

水防団が出動して河川の警戒にあたる水位。のり崩れ、
洗掘、漏水などの災害が発生する危険性がある水位。

水防団が水防活動の準備を始める目安となる水位。

氾濫氾濫危険水位

水防団待機水位

氾濫氾濫注意水位

避難判断水位

河川情報アラームメール

国⼟交通省 川の防災情報

 避難等の⾏動のきっかけとして、登録ユーザに対して、河川の⽔位・⾬量が基準値を超過
すると、アラームメールを配信するサービスを⾏っています。⾝近な観測所を設定するこ
とができます。


カメラ画像｣などの情報をリアルタイムで確認することができるウェブサイトです。
お近くの地域の「⾬の状況」、「川の⽔位と危険度」、「洪⽔に関する予警報」、｢川の

パソコン h ps://www.river.go.jp/
スマートフォン h ps://www.river.go.jp/s/

氾濫危険水位氾濫危険水位

水防団待機水位水防団待機水位
氾濫注意水位氾濫注意水位

避難判断水位

氾濫危険水位氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位
水防団待機水位

氾濫発生氾濫発生氾濫発生氾濫発生

登録用空メール　アドレス

GPS機能
により､即
座にあな
たのいる
場所の状
況を表示
できます｡

川の⽔位で現在のはん濫の危険性がわかります。

qsr-kasenalarm-entry
@kp.mlit.go.jp

k l
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防災情報の提供

:高齢者等避難情報の発令目安と

:避難指示の発令目安となる水位

なる水位

データ連動

テレビ番組
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道  路
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管理区間と主な事業
  佐伯河川国道事務所の道路事業は、大分県南の国道10号(豊後大野市犬飼町～宮崎県境)、国道57号

(大分市上戸次～熊本県境)の維持管理及び中九州横断道路　竹田阿蘇道路の整備を行っています。

事務所/出張所

一般国道（指定区間）

自動車専用道路(NEXCO管理)

一般国道（指定区間外）

凡　　例

自動車専用道路(直轄管理区間)

自動車専用道路(直轄改築区間)

由布市
九重町

杵築市

日出町

大分自動車道

日出バイパス 犬飼地区事故対策
（L=0.7km)

菅生地区交差点改良事業
（L=0.4km)

野津野口歩道整備
（L=0.9km)

清水原歩道整備
（L=0.9km)

竹田阿蘇道路
L=22.5km

10号

57号

起点・終点

豊後大野市犬飼町久原字灰原
～佐伯市宇目大字重岡字赤松

大分市大字上戸次字川原
～竹田市大字小塚字通道

延長（竹田維持出張所）

62.3km

45.1km

107.4km延長合計

うち中九州横断道路 豊後大野市犬飼町大字下津尾字西ノ田
～竹田市大字会々

(26.2km)
（犬飼IC～竹田IC）

路線名

(R5.4現在)

大分空港道路
(大分県管理)



「中九州横断道路」

　中九州横断道路は、大分市と熊本市を結ぶ延長約120kmの高規格道路です。この道路が整備されると、

大分市、熊本市を中心としたそれぞれの都市圏を相互に連絡し、両県の交流を促進するとともに、沿道

地域の産業振興、地域活性化が期待されます。また九州縦貫自動車道及び東九州自動車道と連絡される

ことにより、循環型ネットワークが形成され、さまざまな地域圏との交流が可能になります。 
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竹田阿蘇道路
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（県）池田大原線

竹田市

大
分
県
竹
田
市

大
字
会
々

波
野
大
字
小
地
野

熊
本
県
阿
蘇
市

た
け
た
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阿蘇市

産山市

豊後大野市
波野IC（仮）

竹田久住IC（仮）

竹田西IC（仮）

荻IC（仮）

竹田IC

朝地IC

大野IC
大野東IC

熊本県

整備効果

効果１　代替路確保による防災機能の向上

・国道57号の線形が厳しい箇所や防災点検要対策箇所等を回避し、災害時の救援活動等にも機能
　する信頼性の高い道路ネットワークを形成

効果２　物流ルート形成による地域産業活動の支援
・大分市や熊本市への走行性向上による高原野菜の品質確保など沿線地域の産業活動を支援

効果３　救急医療アクセスの向上による地域医療活動の支援
・第３次救急医療施設へのアクセス性向上による圏域人口の拡大により、医療サービス水準の地域
　間格差を解消し、地域医療活動を支援

『竹田阿蘇道路』は、中九州横断道路の一部として竹田ICから波野IC(仮)までの延長

約22.5㎞の自動車専用道路です。

令和５年度は、調査設計、用地買収、埋蔵文化財調査、工事を進めます。

▲標準横断図(単位:ｍ)

(橋梁部)

(土工部)

：平成31年度事 業 化

設計速度：80㎞/h

道路規格：第1種第3級(2車線)

延　　長：22.5㎞

区　　間
熊本県阿蘇市波野大字小地野

：大分県竹田市大字会々～

滝室坂道路
一般国道57号

事業中
延長6.3km

竹田阿蘇道路

延長22.5km
大野竹田道路
一般国道57号

延長12.4km

千歳大野道路
一般国道57号

延長8.8km

一般国道57号

    熊本県内

 延長5.6km

　 大分県内

延長16.9km
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農業関連産業の活性化

道 　 路
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地域医療の支援

観光活性化

中九州横断道路のストック効果（大野竹田道路開通時点）

地域間のアクセス性が向上し、別府～竹田を結ぶ広域観光周遊ルートが形成され、沿線の竹田市中心市街地では
観光入込客数が増加。

大分市内の第３次医療施設からの６０分圏域が拡大し、カバー人口が増加。また、竹田市には産婦人科がなく
市外への通院を余儀なくされており、約９割が大分市での出産。大分市への迅速性が確保されたことで出産時
の妊婦の不安が軽減。

沿線地域から都市部消費地への農産品の輸送効率が向上し、沿線地域にＨ２６年以降２９社の企業が農業参入。
これにより、新規雇用や移住が促進。更に、沿線地域において若手農業就業者育成施策を展開したことで、若者
の農業従事者が増加し、農業が活性化。
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■国道１０号　　宮原歩道整備事業（臼杵市野津町）

■国道５７号　犬飼地区事故対策事業
　　　　　　　　　　　　　　　　（豊後大野市犬飼町下津尾）
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事故ゼロプラン

交通安全対策事業

　九州の直轄国道で発生している交通事故の約７０％は、管理区間の約３割に集中して発生しています。

このため、交通事故が多発している区間の事故対策を集中的・重点的に取り組むことで、交通事故の撲滅を目的

としています。令和５年度は「豊後大野市犬飼町下津尾」、「臼杵市野津町野津市」、「竹田市大字管生」、「臼杵市

野津町清水原」で対策を実施します。

　通学路において、通学路の安全確保等を目的に、宮原地区で歩道を整備しました。歩道工事を題材に土木の

魅力を伝えるイベントを実施しました。

通学路における安全対策

整備前 整備後

私たちの通学路をつくってくださり
ありがとうございます。
これからは、安全で安心で、事故なく
通りたいと思いました。（小学６年生）

【イベントの開催】
「みんなの通学路をつくろう！」

実際に測量をして難しかったけど
楽しかったです。
ありがとうございました！（小学６年生）

　本線車両とランプの進入車両に大幅な速度差が生じ

スムーズな合流ができないため、加速車線を延伸し、合

流箇所の改善を行います。

わくわく★ドキドキ★土木体験イベント

【佐伯河川国道事務所からのコメント】　

国道１０号臼杵市宮原地区の歩道が完成しました。通学時、また地域の方々の交流の際に歩道をご利用下さい。

これまで、大切な用地を提供いただいた方々、工事中にご不便をおかけした方々、工事にご尽力いただいた方々

本当にありがとうございました。

【通学している児童からのコメント】

航空写真

至大至大大至大至大至大至大至大至大大大至大大分市分市分市分市分市分市分市分分市分市分市分分市分分分分分分至大分市

至竹至竹至竹至竹至竹至竹至竹竹至竹至竹至竹至竹至竹至竹至竹田市田市田市市田市田市田市市市市田市田市田田市至竹田市

犬飼犬飼犬犬飼犬犬飼犬飼犬飼飼犬飼犬飼犬犬飼飼犬飼犬犬 ＩＣＩＣＩＣＩＣＩＣＩＣＣＣＣＩＣＣＩＣＩ犬飼ＩＣ

：対：対：対：対対：対策箇策策策箇策箇策箇箇箇箇策箇箇所所所所所所所所：対策箇所
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道路が良好な状態に保たれているか
どうか道路巡回を行っています。

①巡回（パトロール）

植栽の繁茂から建築限界や視距を
確保するため、剪定を行っています。

②植栽管理

降雪や凍結時に安全な交通を確保す
るため、除雪作業や凍結防止剤の散
布を行っています。

③除雪

道路を快適で安全に利用できるよう
機械による清掃作業を行っています。

④清掃（路面清掃）

道路利用者からの視認性を確保する
ため見通しが悪い箇所などの除草を
行っています。

⑤除草

トンネルや夜間の車両通行の安全を
確保するため、ランプ切れなどの部品
交換を行っています。

⑥照明灯維持

2023 佐伯河川国道事務所 -20

維持管理

維持管理

 近年、道路施設の高齢化や法面などの老朽化に伴い、道路の維持修繕の重要性が増加しています。このため、

効率的かつ効果的な維持管理を行う事が非常に重要となります。当事務所で管理している国道１０号、国道５７

号においても地域の実情や道路特性を踏まえた維持管理レベルを設定し、道路利用者が安全・安心に通行でき

るように努めています。

道路緊急ダイヤル（＃９９１０）

○道路利用者が幹線道路の異常等を発見した場合に、直接

　道路管理者に緊急通報できるようにするとともに、それを受

　けた道路管理者は迅速に道路の異常への対応を図ること

　によって、安全を確保します。

○道路の穴ぼこ、路肩の崩壊などの道路損傷、落下物や路

　 面の汚れなど道路の異常を対象とし、２４時間受付けして

   います。

○電話番号は【＃９９１０】で、通話料は無料です。

○事故情報は、警察（１１０番）へ連絡して下さい。
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○車両の円滑な交通の流れを確保するため、２４時間体制で管理を行っています。

情報連携 情報連携

２４時間体制でのリアルタイムな道路情報管理

冬季の凍結防止剤散布落下物の回収 風倒木の処理 被災時の緊急対応

○「九州高規格道路管理センター」が事務所・出張所に情報発信や現場対応等の処置
依頼を行うことにより、管理道路における２４時間体制での緊急対応や連携強化を
図っています。

《《参考》災害対策基本法に基づく放置車両対策の強化

自力で移動
できない場合

放置車両対策の流れ（例）

○これまで、災害時における消防や救助活動・緊急物資の輸送等に支障となる「路上放置
　車両｣に対して、道路法に基づく対応だけでは制約が多く、緊急車両の通行のための最低
　限の通行空間すら確保することが困難でした。
○そのため、平成26年11月21日より災害対策基本法に基づき「路上通行の支障となる車両
　を道路管理者が排除する」ことが可能になりました。
○これに基づき「対象区間の指定」→「区間内の支障となる車両に対する移動命令」→
　「移動できない車両の強制排除」等を行い、またそれに必要な「土地の一時使用」を行
　います。
今後起こりうる風水害や大雪被害等に迅速に対応すべく万全の準備を施していきます。
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管理体制

佐伯河川国道事務所九州高規格道路管理センター 竹田維持出張所

対象車両の移動（牽引等）支障となる車両の確認・手続き
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佐伯市弥生尺間地区
令和４年３月完成

佐伯市宇目地区
令和３年３月完成

高エネルギー吸収型落石防護柵

ポケット式落石防護柵
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道路防災対策

　激甚化・頻発化する風水害や切迫する大規模地震等への対策として、佐伯河川国道事務所では、道路の法面・

盛土の土砂災害防止対策として、主に法面の落石対策について令和７年の５ヶ年までに重点的・集中的に取り組

みます。

至 竹田市

対策前

対策後

防災・減災・国土強靱化のための５ヶ年加速化対策

対策後

対策前 対策後



橋梁点検車による点検状況

老朽化対策

橋　　梁
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R  O  A  D

□佐伯河川国道事務所の橋梁の平均年齢は45歳

□補修が必要な橋梁は25％

○佐伯河川国道事務所が管理する橋梁は 178 橋です。

○橋梁については、建設から 50 年以上経過したものが
    64％を占め、平均年齢は 45 歳です。

○更に、 50 年以上経過した橋梁は、10年後には 71％、
    20年後には 76％まで急激に増加していきます。

○管理する橋梁に対し、老朽化に因る
    損傷を早期に発見するために、５年
    に１回の近接目視による定期点検を
    実施しています。（新設橋梁は供用後
    ２年以内に初回点検）

○点検の結果、損傷状況に応じて4段階
    の対策区分に判定しています。２６年
    ～３０年度に点検した結果は｢すみや
    かに補修を行う必要があるⅢ」の橋梁
    が7橋、｢予防的措置を行うことが望ま
    しいⅡ」の橋梁が37橋で全体の25％
    となっています。
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ハシゴによる橋梁点検状況

トンネル

□佐伯河川国道事務所のトンネルの平均年齢は53歳

○佐伯河川国道事務所が管理するトンネルは 16トン
    ネル、全延長は2,882ｍです。

○トンネルについては、建設から 50 年以上経過した
    ものが 81％を占め、平均年齢は 53 歳です。
　 （概ね矢板工法が主体）
○更に、 50 年以上経過したトンネルは、10年後には
    87％と増加していきます。

□補修が必要なトンネル

○管理するトンネルに対し、老朽化に因る
    損傷を早期に発見するために、５年に
    １回の近接目視による定期点検を実施
    しています。

○点検の結果、損傷状況に応じて４段階
    の対策区分に判定しています。　｢予防
    的措置を行うことが望ましいⅡ」のトン
    ネルが、令和元年度末時点で100％と
    なっています。

高所作業車によるトンネル点検状況 足場を使用したトンネル点検状況
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佐佐伯河川国道事務所の橋梁数（１１７８１７８橋）
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インフラの長寿命化
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区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早急に措置を講ずべき
状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、
緊急に措置を講ずべき状態

○統一的な尺度で健全度の判定区分を設定し、診断を実施

『道路インフラ診断』

○橋梁（約７０万橋）・トンネル（約１万本）等は、国が定める統一的な基準により、５年に一

　度、近接目視による全数監視を実施

○点検・診断の結果に基づき計画的に修繕を実施し、必要な修繕ができない場合は、通
行規制・通行止め

○舗装、照明柱等は適切な更新年数を設定し点検・更新を実施

○利用状況を踏まえ、橋梁等を集約化・撤去

○適切な措置を講じない地方公共団体には、国が勧告・指示

○重大事故等の原因究明、再発防止を検討する『道路インフラ安全委員会』を設置

○点検・診断・措置の結果をとりまとめ、評価・公表（見える化）

［点検］

［診断］

［措置］

［記録］

各道路管理者の責任で以下のメンテナンスサイクルを実施

メンテナンスサイクルを確定（道路管理者の義務の明確化)確定（道路管理者の義務の明確化)

（省令・告示：H26.3.31公布 同年７．１施行）

□インフラ長寿命化計画に基づく点検・補修の実施

○点検⇒診断⇒措置⇒記録⇒（次の点検）の業務サイクルを通して、長寿命化計画の内容を充実し、
　予防的な保全を進めるメンテナンスサイクルを構築し、道路構造物の適切な維持管理を行います。



　「日豊海岸シーニック・バイウェイ」では、住民やＮＰＯ、行政等

が連携し、道を通して景観、自然、歴史、文化など多様な地域資

源を活用し、「海業(うみぎょう)、ツーリズムの推進により、住ん

でよし、訪れてよしのふるさとづくり」を行っています。

浦ごとにある海業(持続的な漁業)の連携で、質の高い道路空間

づくりをとおした地域振興をコンセプトとしています。

　日本風景街道は、郷土愛を育み、日本列島の魅力・美しさを

発見、創出するとともに、多様な主体による協働のもと、景観、

自然、歴史、文化等の地域資源を活かした国民的な原風景を創

成する運動を促し、以って、地域活性化、観光振興に寄与し、こ

れにより、国土文化の再興の一助となることを目的とします。

九州には15ルートがあり当事務所管内では「日豊海岸シーニッ

ク・バイウェイ(蒲江・北浦大漁海道)」が活動しています。

　県内の道の駅・日本風景街道・道守大分会議では、それぞれが各活動を理解すると共に今後の活動をより

良くするため、「三つの輪」として連携し協働活動することで、それぞれの特性をより活かしていきます。

　三者連携の一環として、道の駅や日本風景街道、道守が一体となり、訪れる方々のための清掃活動を実施。

　令和５年度においても、さらなる地域貢献を目指していきます。

日本風景街道

日豊海岸シーニック・バイウェイ
(蒲江・北浦大漁海道)

活動方針

○地域の資産「おしなぎい(もったいない)」の発掘と有効利用

○「海の道」のリフォーム

○県境を越えた地域連携と情報発信

道  路
R  O  A  D

ロゴマーク

日本風景街道 九州ルート 日豊海岸ｼｰﾆｯｸ･ﾊﾞｲｳｴｲ

道の駅「みえ」における清掃活動（R4.4.22）

「三つの輪」のとりくみ(道に関わる３団体の連携)

下阿蘇ビーチ

マリンカルチャーセンター

豊後くろしおライン

屋形島

わいわい懇の開催による
地域資産の発掘

観光キャンペーンなどによ
る県境を越えた地域連携

清掃活動

凡      例

その他

国道
県道
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地域との連携

■地域資源、活動内容■地域資源、活動内容

佐伯IC佐伯IC佐伯IC

蒲江IC蒲江IC蒲江IC

北浦IC北浦IC北浦IC

須美江IC須美江IC須美江IC

蒲江波
当津IC
蒲江波
当津IC
蒲江波
当津IC

凡    例

その他

国道

県道

自專道

佐伯堅田IC佐伯堅田IC佐伯堅田IC

北川IC北川IC北川IC

ブルーツーリズム研究会による
　　地域資産の発掘

元猿海岸

●九州では、１５ルート
●全国では、１４５ルート
　　（令和５年４月１日現在）
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道守(みちもり)とは

　「道守」。広辞苑では、「道路の番人」　「道守」。歴史を遡ると、万葉集に次の歌が

あります。道守の　問はむ答を　言ひ進らむ　すべを知らにと　立ちてつまづく（万葉集巻

第四紀の国）「道守」。それは人の心を道に吹き込むものです。旅人の飢えや乾きを

癒そうと道沿いに果樹などを植えた心があったといいます。「道」を舞台に、あるいは

テーマとして様々な活動を行っている人々を「道守」と名付け、その行動を「道守活動

」といいます。

（道守活動：道の清掃や花植えなどのボランティア活動等）

道守大分会議
　「道守大分会議」は、大分県内各地で道のボランティア活動等、道に関する様々な活動に携わっている方

々が道守の情報交流や情報発信等を行い、道守活動や道守の意識を広げ、大分の地域づくりや暮らしの改

善などに寄与することを目的に平成16年3月に設立されました。

　道路を慈しみ、住んでいるところをきれいにしたいという自然な気持ちを形あるものにしようと考え出された

のが、「ボランティア・サポート・プログラム」です。アメリカでのボランティアの人たちが、道路を我が子のよう

に面倒をみている「アダプト・ア・ハイウェイ・プログラム」からヒントを得ています。「道」をきれいにしようとい

う活動から始まって、地域のコミュニティの活性化が期待されています。

「実施団体」（ボランティア団体）が、道路（直轄国道）の清掃や美化活動を行うことを「協定」で確認し、その

「協定」の内容に従って活動を実施します。

Ｖ・Ｓ・Ｐ(ボランティア・サポート・プログラム)

実施団体
協 定

実施区域
直轄国道

基本要素

当事務所管内では竹田市の菅生小学校が活動を行っています。

　　菅生ゴミ０（ゼロ）大作戦
　   （R4.6.10　菅生小学校）

 道の駅「すごう」における清掃活動（R4.4.22）  令和４年度　道守大分会議（R4.7.22）

道の日清掃ボランティア（R4.8.10） みちづくしin阿蘇（R4.10.28）

2023 佐伯河川国道事務所 -26

道守大分会議
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■大学との連携

○「道の駅」における大学との連携、受入体制を整備し、若者の
就労体験や交流の場として活用。

○地域の魅力の集まる「道の駅」と、観光学等を学ぶ地域外の若
者が交流することで、新たな価値の創造を図る。

○「道の駅」と大学のニーズに応じ、「連携企画型」と「就労体験
型」の２種類の形で実施。
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道の駅
　「道の駅」は、休憩機能、情報発信機能、地域連携機能の３つの機能を併せ持つ休憩施設として整備されており、

現在、全国で１,２０４駅【うち九州１３９駅・大分県内２５駅・佐伯管内１１駅】が設置されています。(令和５年３月末

時点）　

　道の駅の更なる賑わい創出の一助となるよう、４月２２日に「道の駅の日」、並びに同日から２８日までを「道の駅
週間」として制定されました。

　R5.4.1 現在

道の駅「みえ」と別府大学との連携
地産地消プロジェクト（R３.１０.３１）

童話の里くす

ながゆ温泉

耶馬ﾄﾋﾟｱ

東九州自動車道

　(新直轄区間)

なかつ

やまくに

水辺の郷おおやま

宮崎県

熊本県

大
分

空
港

道
路

(大
分

県
管

理
)

東九州自動車道

大
分

自
動

車
道

東

九
州
自
動

車道

日出バイパス

東

九州自動
車
道

(延岡河川国道事務所　管理)

慈恩の滝くす

　(佐伯IC～北川IC)

のつはる

道の駅

一般国道（指定区間外）

凡　　例

一般国道（指定区間）

自動車専用道路(NEXCO管理)

自動車専用道路(直轄管理区間)

自動車専用道路(直轄改築区間)
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やよよい（直轄国道一体型による整備）

〒876-0112

大分県佐伯市弥生

TEL：0972-46-5951
FAX：0972-25-3028

道路情報休憩室 防災用備蓄倉庫

○防災機能強化（防災倉庫、防災用トイレ、道路情報休憩室、
非常用電源設備）、無線LAN、トイレの多機能化を整備。
令和2年度に、子育て支援策として、道路情報休憩室横に、
24時間利用可能なベビーコーナー（授乳室）を整備しました。

現在の整備状況

○

大字上小倉 898-1

授乳室 防災トイレ設置状況
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道の駅は第3ステージへ

　２０２０年から「道の駅」第３ステージとして位置づけ、地方創生や観光を加速する拠点の実現に向け、多言語対応
等によるインバウンド観光への対応強化、広域的な防災機能の強化、子育て応援施設の整備によるあらゆる世代が
活躍する地域センターとしての取組を推進します。



※1:高速自動車国道又は重さ指定道路のみ走行する場合
 ※2:高さ指定道路のみ走行する場合

道  路
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請　　願　　工　　事

■道路管理者以外の方が工事を行う場合、道路管理者へ申請が必要となります。

○自動車乗り入れのために行う歩道の切り下げ工事

○宅地構成などに伴う道路の法面の切り取り、埋め立て工事及び出入路の工事

 　

※工事等の費用は自費負担となります

。
 　 

※工事完成後の道路敷地内の構造物等は道路管理者が引き継ぎます。

   ※申請は各出張所で受け付けます。

許認可（各種申請・許可など）
道路の機能の保持と正しい道路の利用を図ります。

請願工事及び道路占用許可、特殊車両の通行許可及び指導取締りなどの許認可事務を実施します。

道

　

路

　

占

　

用

　

許

　

可

特殊車両通行許可

■個人で設置する看板や日除けのほかに、公共の施設である電柱や信号機、地下に埋設する水道管等、道路空

間を利用する場合は、すべて占用許可が必要です。

■下図の一般的な制限を一つでも超える車両を特殊車両といいます
。特殊車両は、運行にあたり道路管理者の通行許可を受けなければなりません。（道路法第４７条の２第１項）

○通行許可申請はオンライン申請を促進しています。佐伯河川国道事務所へのオンライン申請は平成２９年３月

　 
より廃止されましたので他の申請先を選択してください。

　 
【特車オンラインシステム】  http://www.tokusya.ktr.mlit.go.jp/PR/

○ これは占用許可できません

※平成２７年１月より道路を極めて大きく損傷する重
　

　
量超過の取締り及び罰則化を強化しています。

特殊車両指導取締状況

○許可を受けられる基準

例

※占用申請は各出張所で受け付けます。占用申請から許可までの期間は通常２～３週間です。
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情報通信技術
Information　and　Communication　Technology

i-Construction(ICT)
国土交通省では、建設現場における生産性を向上させ、魅力ある建設現場を目指す新しい取組であるi-Construction 
を進めています。
九州地方整備局においても、i-Construction によって、建設現場における一人一人の生産性を向上させ、企業の経営
環境を改善し、 建設現場に携わる人の賃金の水準の向上を図るとともに安全性の確保を推進していきます。

ドローンを使用した３次元測量

ＩＣＴ建設機械による施工

佐伯河川国道事務所では、ICT

の全面的な活用に取り組んでお

り、ドローンを使用した３次元測

量やＩＣＴ建設機械による施工を

実施します。

i-Construction(ICT)の全面的な活用

佐伯河川国道事務所におけるICTの取組事例
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TS仕様

ドローン測量中

操縦者

操縦者

道道路建設・河道整備の・河道整備の新たな時代へ

３次元データ
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防  災
D  I  S  A  S  T  E  R

自 治 体 応 援

TEC-DOCTOR

地方公共団体 九州地方整備局
打合せ・技術支援打合せ・技術支援

打
合
せ

打
合
せ

技
術
指
導
・
助
言

技
術
指
導
・
助
言

技
術
支
援

技
術
支
援

技
術
指
導
・
助
言

技
術
指
導
・
助
言災害現場災害現場災害現場

要請
現地診断現地調査・随行

現地診断

派
遣依
頼

技 術 支 援

■TEC-DOCTOR（緊急災害対策派遣ドクター）の派遣
高度な技術や専門的な知識を有する学識経験者を被災地へ派遣し、指導・助言を行います。

　 大規模災害時の迅速な災害対応のため、九州地方整備局管内の市町村との応援に関する協定に基づいて、
適切かつ円滑な支援を行います。

①情報連絡網の構築　　　　②現地情報連絡員（リエゾン）の派遣
③施設の被害状況の把握　④災害応急措置

調査状況(宮崎県椎葉村)

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 派遣（出発式） 調査状況(宮崎県椎葉村)

災 害 支 援 令和４年９月台風１４号における支援状況(令和４年度)

※ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）
　大規模な自然災害等に際して、被災状況の把握や被災自治体の支援を行い、被災地の早期復旧のための技術的支援を迅速に実施します。
※リエゾン（現地情報連絡班）
　災害時等において、整備局職員を県・市町村に派遣し、自治体が必要とする情報や自治体からのリクエストをいち早く整備局に伝達し、対応します。

出典:九州地整ＨＰ 出典:九州地整ＨＰ

調査とりまとめ状況(宮崎県椎葉村)
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防  災
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災害対策用機械機器

災害に供え災害対策用の機械を導入しています。

照明車設営状況

排水ポンプ車

照明車

照明車とは
災害復旧作業は昼夜問わず早急に行う必
要があるため、夜間作業の支援を行う車両
です。

排水ポンプ車とは
車両に水中ポンプ、ポンプ操作盤及び発電
機を搭載し、車両１台で浸水被害の発生した
箇所での排水運転が行える車両です。
佐伯河川国道事務所では、排水能力毎分
60立方メートルの車両2台と、排水能力毎分
30立方メートルの車両5台の計7台が配備さ
れており、大雨による家屋等の浸水被害の
軽減に努めています。

排水状況

情報通信用機器

各種情報通信機器を活用し、災害現場の映像情報収集・関係自治体とのＴＶ会議等を行っています。

■佐伯河川国道事務所 災害対策室
■九州地方整備局 災害対策室

■地方自治体

■ヘリコプター
国土交通省所有のヘリコプターにて
災害現場周辺を空撮し、リアルタイム
で映像を伝送
※伝送路は衛星回線（ヘリサット）

■衛星伝送装置
国土交通省所有の衛星伝送装置にて
災害現場の状況を撮影し、リアルタイム
で映像を伝送

し

※伝送路は衛星回線

■可変型ＴＶ会議装置（モバイルＰＣ）

災害現場やテックフォース・リエゾン派遣地と情報共有
を図るためＴＶ会議を実施する。
※伝送路は一般携帯回線

情報共有・協議
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用  地
S  I  T  E

公共事業のために皆さまの大切な財産をお譲りいただくことから、正確な調査を実施し、適正な補償を行います。、

事業計画の説明1 用地幅杭の打設2 土地、建物等の測量及び調査3

契約の締結と登記手続き6 用地協議（補償金額の説明）5
測量・調査結果の確認及び
　　　　　　　　補償金額の算定4

建物等の移転、土地の引き渡し7 補償金の支払い8

事業の目的や計画

の内容についてお

知らせするため、

「説明会」を開催

します。

事業計画に基づ

き、皆さまのご

了解を得て事業

に必要な用地の

範囲に杭を打設

します。

お譲りいただく土

地の境界を確認し、

土地の測量を行っ

たり、移転してい

ただく建物等の物

件の調査を行いま

す。

土地の面積や移転して

いただく建物等の物件

の数量の確認をしてい

ただいた後、権利者毎

に「補償基準」に基づ

き補償金額を算定しま

す。

権利者ごとに算定し

た補償金について、

ご理解いただけるよ

う説明し、話し合い

をします。

補償内容や土地の引き渡し

時期に承諾が得られると契

約を締結します。

また、お譲りいただいた土

地の所有譲移転登記は国が

行いますので、登記に必要

な書類を提出していただき

ます。

契約の時に約束して

いただいた時期まで

に建物等の物件の移

転をしていただき、

土地の引き渡しを

行っていただきま

す。

物件等を移転していただ

き、土地の引き渡しを受

けた後、補償金をお支払

いします。

なお、補償金の一部を前

払いする制度もあります。

〈公共用地の主な流れ〉

　公共事業を進めるためには、事業に必要となる用地を計画的に確保することが必要となります。
　皆さまの土地をお譲りいただくまでの主な流れは、以下のようになっています。

土地に建物がある場合は、その土地と建物
の関係、利用状況、種類、構造などから移転
工法（再築、改造工法など）を決定し移転に
必要な費用を補償します。

看板や門、塀などの工作物のうち、移転でき
るものについては、その移転費用を、移転で
きない場合は、同程度のものをつくるのに要
する費用を補償します。

移植できるもの（庭木・株物類）については移植
補償を、それ以外（用材木等）については、伐採
補償を行います。

店舗や工場が移転する場合、移転のために一
時休業することにより生ずる損失を補償します。
収益の減少分や従業員の休業手当などが含ま
れます。借家・借間されている方で現在借りてい
る建物等が移転し、賃借りを継続することが困
難となると認められる場合は、新たに同程度の
借家・借間をするのに通常要する費用を補償し
ます。

調　査調　査 補　償補　償

土地の調査（測量）土地の調査（測量）
お譲りいただく土地の境界及び
現況地目等について、現地調査
を行います。境界については、所
有者の方や隣接者の方に立ち会
っていただき確定します。

建物等の調査（物件調査）建物等の調査（物件調査）
権利者ごとに移転していただく
建物や堀・門などの工作物、立
竹木等の調査を行います。

建物が居住又は店舗等に利用
されている場合は、居住者、動
産（引越し荷物）、営業等につい
ての調査を行います。

その他の調査その他の調査

土地の補償土地の補償
土地の価格については、周辺の土地の取引
価格や地価公示価格、基準地価格、不動産
鑑定評価額等に基づき、適正に算定します。

地上権や永小作権等の補償地上権や永小作権等の補償
消滅させる権利（地上権・永小作権・賃借権）
に対しては、正常な取引価格をもって補償し
ます。

建物の補償建物の補償

工作物の補償工作物の補償

立竹木の補償立竹木の補償

建物を移転するのに必要となる経費を補償しま
す。移転先を探すための費用や引越し費用、法
令上の手続きに要する費用なども含まれます。

建物移転に伴う経費の補償建物移転に伴う経費の補償
（移転雑費・動産移転）（移転雑費・動産移転）

その他の補償その他の補償
（営業補償・借家人・借間人補償等）（営業補償・借家人・借間人補償等）
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昭和26年 6月 番匠川工事事務所設置。直轄改修工事着手。

昭和34年 4月 佐伯工事事務所と改称。

昭和38年 4月 番匠川池田捷水路完成。

昭和42年 3月 国道10号改築工事完成。

昭和42年 4月 大分工事事務所から国道57号の事業を引継ぎ、改築工事に着手。

昭和42年 5月 番匠川一級河川に指定。堅田川、井崎川が直轄管理区間に編入。

昭和47年 3月 国道57号改築工事完成。

昭和48年 4月 中の谷トンネル有料道路を直轄管理区間に編入。

昭和49年 4月 久留須川直轄管理区間に編入。

昭和50年 6月 国道326号改築工事に着手（権限代行）。

昭和54年 3月 新庁舎落成。井崎川捷水路完成。

昭和63年 4月 犬飼バイパス事業化。

平成 4年 4月 野津改良事業化。

平成 7年 4月 犬飼千歳道路事業化。

平成 8年 4月 千歳大野道路事業化。

平成10年 10月 国道326号全線開通。

平成13年 1月 国土交通省九州地方整備局佐伯工事事務所となる。

平成13年 11月 佐伯工事事務所創立50周年。

平成15年 4月 佐伯河川国道事務所に名称変更。

平成15年 4月 東九州自動車道「蒲江～北川間」事業化。

平成15年 8月 野津改良全線開通。

平成16年 1月 番匠川河川整備基本方針策定。

平成16年 3月 脇排水ポンプ場増設により完成。

平成16年 12月 犬飼バイパス全線開通。

平成17年 4月 東九州自動車道「佐伯～蒲江間」を直轄事業に編入。

平成18年 4月 大野竹田道路事業化。

平成18年 5月 番匠川水系河川整備計画策定。

平成18年 10月 大野竹田道路の事業を大分河川国道事務所へ移管。

平成19年 3月 犬飼千歳道路開通。

平成20年 3月 千歳大野道路開通。

平成21年 3月 小田排水ポンプ場完成。

平成24年 12月 蛇崎排水ポンプ場完成。

平成25年 2月 東九州自動車道「蒲江～北浦間」開通。

平成27年 2月 大野竹田道路「大野～朝地間」開通。

平成27年 3月 東九州自動車道「佐伯～蒲江間」開通。

平成27年 4月 大野竹田道路「朝地～竹田間」の事業を大分河川国道事務所より引継ぐ。

平成28年 3月 灘地区築堤工事完成。

平成28年 4月 国道57号「犬飼～朝地間」の管理を大分県へ移管。

平成31年 1月 大野竹田道路「朝地～竹田間」開通。

平成31年 4月 国道57号「朝地～竹田間」の管理を大分県へ移管。

平成31年 4月 竹田阿蘇道路事業化。

令和 4年 12月 竹田阿蘇道路着工。

地 域 と 共 に 歩 ん で 7 0 年 。

沿  革
H I S T O R Y

●井崎川捷水路工事／昭和54年度

● 中九州横断道路
「千歳大野道路」開通／平成19年度

●番匠川池田地区捷水路／昭和38年度

●一般国道326号唄げんか大橋（施工後）／平成5年度

●東九州自動車道「佐伯～県境間」 着工／平成18年度

東九州自動車道
「蒲江～北浦間」開通／平成24年度

東九州自動車道
「佐伯～蒲江間」開通／平成26年度

●

●旧事務所全景（佐伯市向島）

●一般国道326号全線供用開始／平成10年度

●

● 番匠川灘地区改修事業竣工式典
／平成28年度

中九州横断道路
「朝地～竹田間」開通／平成30年度

● 中九州横断道路竹田阿蘇道路
着工式／令和4年度

●



保　全　対　策　官

地域防災調整官

副 所 長 （ 河 川 ）

副 所 長 （ 道 路 ）

建　設　専　門　官

建　設　専　門　官

建　設　専　門　官

建 　 設 　 監 　 督 　 官
（  竹  田  地  区  )

専　門　調　査　官

専　門　調　査　官

建 　 設 　 専 　 門 　 官
（ 竹 田 維 持 出 張 所 )

職員構成

事務…22人

総数…56人

技術…34人

（R5.4.1現在）

組 織 ･ 職 員 構 成
O R G A N I Z A T I O N

FAX FAX

FAX

IC

新佐伯大橋

扇森稲荷神社
（こうとう様）

くどう医院

至大
分市

至熊本市
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事　務　所　長

副 所 長 （ 事 務 ）

総 　　　務 　　　課

河　川　管　理　課

道　路　管　理　課

佐　伯　出　張　所

竹田維持出張所

中九州横断道路の整備、道路事業の広報関係

河川及び道路に関する用地買収及び補償関係事務

経理・契約・歳入及び国有財産管理関係事務
総務・職員・厚生関係事務

番匠川水系直轄区間に係わる調査・計画

管内河川･道路に係る、電気通信設備設計･施工監督･維持管理

番匠川水系直轄区間の河川改修及び維持管理、河川占用の許
認可事務、機械設備関係の維持管理

番匠川水系直轄区間の管理と工事施工監督

国道10号(豊後大野市犬飼町～佐伯市宇目)､国道57号(大分市
上戸次～竹田市)の管理と工事施工監督

共      通

河川関係

道路関係組  織
用　 　　地　 　　課

工　　 　務　　 　課

国道10号、57号の管理と道路占用及び特殊車両通行等の審査
事務、維持管理・交通安全対策の計画・設計

流　域　治　水　課

道路の異状を
発⾒したら…

（通話料無料）

道に関する
ご意⾒・ご提案・ご相談は

（通話料有料）

津波避難場所
長島防災高台

R4.4 竹田維持サテライト新設

佐伯出張所は佐伯維持出張所の庁舎（佐伯市弥生）へ移転しました。

竹田維持サテライト 
〒876-0111
大分県佐伯市弥生大字井崎1244-1

0972-46-0022         0972-46-2884FAX

佐伯維持出張所の閉所に伴い、所掌事務を
竹田維持出張所へ引き継ぎます。
なお、竹田維持出張所への取り次ぎ・道路
相談窓口及び道路防災拠点として、佐伯出
張所庁舎に、「竹田維持サテライト」を新設
します。

至佐伯市街

至大分市

道の駅 やよい

（竹田維持サテライト）

竹田維持サテライト

   AＩ案内システムの実証実験
（道路、河川に関する質問を回答・案内）

佐伯出張所１階に
サイネージを設置

サイネージ画面
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